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主 な 記 事 

１ 新年スタート！各部隊で訓練始め     

２ 鳥インフルエンザへの対応に係る災害派遣  

３ 各駐屯地で新成人を祝う 

４ 警察との協同訓練を実施（第６普通科連隊） 

５ 第３３回ファミリーコンサートを開催 

６ 自衛官候補生等募集 

７ 第５音楽隊演奏技術指導 

新年スタート！ 
 新年のスタートにあたり、各
部隊においては、駆け足、格闘､
綱引き等、趣向をこらした訓練
始めを行い、団結の強化、士気
の高揚を図るとともに、今年１
年の安全を祈願した。 
 旅団は、本年もあらゆる事態
に迅速かつ的確に対応するため
の練度を着実に積み上げていく｡ 

各部隊で訓練始め 

駆け足訓練 スキー行進訓練 

格闘訓練 火砲との綱引き スキーリレー(資材運搬用ソリを協力して引く) 

綱引き大会 車両行進訓練 安全祈願 

バレーボール大会 

徒歩行進訓練 安全祈願 国歌吹奏 

安全祈願 年初飛行訓練 

第５特科隊 

第６普通科連隊 第４普通科連隊 

第５後方支援隊 第２７普通科連隊 

第５施設隊 第５戦車大隊 第５偵察隊 

第５飛行隊 第５通信隊 第５高射特科中隊 

第５化学防護隊 第５旅団司令部付隊 第５音楽隊 
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消毒のため養鶏所敷地内に石灰を散布 

 清水町役場にて情報収集を行うとと
もに、各部隊は整斉と派遣準備を実施
した。 

清水町役場 

 殺処分に係る作業は、夜間マイナス２０度まで低下する環境の中、困難
を極めたが、昼夜を通じた作業の実施により１９日(月)午後９時をもって
完了した。２０日(火)以降は、養鶏所内の清掃や消毒作業等を実施した｡ 

清水町体育館にて防護服やマスクを着用 

鶏舎内を清掃 

清水町体育館 

感染拡大防止のため隅々まで清掃 

 派遣活動中、１９日
（月）に北部方面総監
が、２２日（木）には
北海道知事がそれぞれ
現地を視察し、状況の
確認を行うとともに、
寒さと戦いながら作業
を行っている隊員を激
励した。 

 鳥インフルエンザウィルス
は、通常は人に感染しないと
考えられている。 
 また、感染した鶏の肉や卵
を食べても感染する可能性は
ない。 

鳥インフル！ 

    人間は大丈夫？ 

 第５旅団（旅団長 正木将補）は、
平成２８年１２月１６日（金）午後 
１０時３０分、上川郡清水町に所在す
る養鶏所の鶏から高病原性鳥インフル
エンザウィルスが検出されことを受け､
北海道知事の災害派遣要請に基づき、
北部方面隊として初となる鳥インフル
エンザへの対応に係る災害派遣を実施
した。 
 旅団は、司令部幕僚長 天本１佐を
派遣隊長とする現地活動隊を編成し、
延べ約４２００名の隊員が感染拡大防
止のため関係機関と協力し、養鶏所で
飼育されていた約２８万羽の殺処分や
消毒作業等を行った。 
 ２２日（木）正午、全ての作業を終
了し、北海道知事からの撤収要請に基
づき、派遣部隊はそれぞれの駐屯地に
帰隊した。 

帯広駐屯地 

北部方面総監の現場視察 北海道知事の現場視察 
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警察との共同訓練を実施 

 １月１０日（火）鹿追・別海駐屯地、１月１１日（水）美幌駐屯地、１月１３日（金）帯広駐

屯地において、それぞれ新成人への祝賀行事が行われた。 

各駐屯地で新成人を祝う 

 各駐屯地における成人者数

は、帯広５９名、美幌２５名､

釧路１０名、鹿追７名、別海

１０名の計１１１名で、自衛

官として、社会人として、自

覚を新たに更なる飛躍を誓っ

た。 

第６普通科連隊 

 第６普通科連隊（連隊長 川村１佐）

は、１２月１日（木）及び２日（金）の

２日間、美幌駐屯地において「強力な殺

傷能力を持つ武器を所持した武装工作員

等が我が国に上陸するなど、一般の警察

力による治安維持が出来ない事態が発生

した場合における武装工作員等の発見及

び鎮圧等について、現地協定に基づき自

衛隊と警察が対処する際の連携要領」に

ついて共同訓練を実施した。 

 本訓練は、第６普通科連隊と北海道警

察北見方面本部合わせて約６０名が参加

し、その訓練の状況は報道関係者にも公

開された。 

 参加部隊及び警察は、緊急輸送や共同

検問の訓練を通じて、相互の任務区分や

対処の要領を検証するとともに、緊密な

相互連携要領の向上を図ることができた｡ 

緊急輸送訓練 

取材する報道記者 検問訓練（車両点検） 

釧路駐屯地 

美幌駐屯地 

別海駐屯地 

帯広駐屯地 

鹿追駐屯地 

盛大に行われた祝賀会食 成人になりました！笑顔で食事！ 

成人としての抱負を述べる隊員 新成人記念綱引き 書道で成人の抱負をしたためた隊員 
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第５旅団ホームページ 

第 ５ 旅 団   検 索  

各種イベントや部隊の紹介、過去の「ひがし北海道だより」など 

情報盛りだくさん！ ぜひ！クリックを！！ 

～第３３回ファミリーコンサートを開催～ 

 第５旅団（旅団長 正木将補）は、１２月１７
日（土）帯広市民文化ホールにおいて第５音楽隊
（隊長 鍋澤１尉）によるファミリーコンサート
を開催した。 
 今年度は「Ｐｏｗｅｒ ｕｐ！～届け！音楽の
力～」をテーマに２部構成で実施し、第１部は音
楽に合わせ、ステージドリルとフラッグ演技で幕
を開けたのち、「５音のファミリー展覧会」と題
し、ロシアのムソルグスキー作曲「展覧会の絵」
の演奏とともに、ステージ上のスクリーンに映し
出した映像によりこの１年を振り返った。 

 第５音楽隊、柏葉高等学校、芽室高等学校 
による迫力ある演奏  

 第２部は、帯広柏葉高校及び芽室高校の両吹奏楽部と共演し、総勢１３２名によ
る大演奏を披露し観客を魅了した。 
 また、演奏の合間には、自衛隊帯広地方協力本部のマスコットキャラクターがス
テージに登場し、来場者に募集広報を行うなど、約１４５０名の観客を集めた演奏
会は、大盛況のうちに幕を閉じた。 

Power up! 届け！音楽の力 


